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会　長

原　　源一

(熱塩加納町)

一
月
の
改
選
に
よ
り
､
再
任
委
員
1
 
6
名
･
新
人
委
員
1
 
4
名
合
計
5
0

名
体
制
に
よ
る
新
た
な
農
業
委
員
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

不
肖
私
が
2
期
日
の
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
､
大
変
な
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
｡

昨
年
は
､
長
野
県
北
部
地
震
､
御
嶽
山
の
爆
発
､
大
型
台
風
の
多

発
や
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
今
冬
は
大
寒
波
が
何
度
も
押
し
寄
せ
､
北
海

道
を
中
心
に
東
北
･
北
陸
の
日
本
海
側
に
大
雪
を
降
ら
せ
､
苦
労
と

不
便
さ
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
｡

昨
年
は
稲
作
の
収
穫
量
も
若
干
品
質
に
問
題
は
あ
っ
た
も
の
の
､

や
や
良
の
豊
作
に
恵
ま
れ
､
一
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
､

米
の
消
費
が
伸
び
ず
二
百
万
ト
ン
以
上
も
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
と
な

り
､
米
価
は
下
落
し
米
農
家
は
大
変
な
打
撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
｡
更
に
昨
年
か
ら
の
所
得
補
償
の
半
減
に
対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
は
大

き
く
､
農
家
は
倒
産
寸
前
で
あ
り
ま
す
｡
加
え
て
､
生
産
現
場
の
実

情
を
無
視
し
た
一
方
的
な
財
界
か
ら
の
提
案
を
基
に
進
め
ら
れ
て
い

る
農
政
改
革
も
二
年
目
を
迎
え
､
米
政
策
の
見
直
し
を
は
じ
め
､
農

協
改
革
･
農
業
委
員
会
改
革
を
進
め
よ
う
と
､
今
国
会
で
議
論
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
農
業
情
勢
､

難
問
題
が
山
積
し
て
い
る
折
､
農
業

委
員
会
と
し
て
､
行
政
･
農
業
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
､
本
市
農
業
の
進

展
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
｡

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡
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言
襲
憩
薩
田

農
業
委
員
会
は
､
平
成
2
6
年
日
月
2
8
日
市

長
公
室
に
お
い
て
平
成
2
 
7
年
度
農
業
施
策
に

関
す
る
建
議
を
市
長
に
対
し
提
出
し
ま
し
た
｡

建
議
内
容
は
以
下
の
と
お
り
｡

①
T
P
P
交
渉
に
関
す
る
こ
と

②
農
業
委
員
会
の
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
こ

と
③
女
性
農
業
委
員
登
用
へ
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

④
米
及
び
農
畜
産
物
価
格
下
落
に
対
す
る
農

業
振
興
強
化
策
に
つ
い
て

⑤
国
,
県
道
､
一
般
河
川
等
の
適
正
な
維
持

管
理
に
つ
い
て

⑥
風
評
被
害
対
策
の
更
な
る
強
化
に
つ
い
て

県
農
業
会
議
主
催
に
よ
り
､
平
成
2
 
6
年
H
月
6

日
福
島
市
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
に
お
い
て
､
第
5
9
回

福
島
県
下
農
業
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
た
｡
県
農

業
会
議
太
田
豊
秋
会
長
よ
り
挨
拶
が
さ
れ
た
後
､

3
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
､
そ
の
中
で
本
市
の
五

十
嵐
信
幸
会
長
職
務
代
理
者
が
､
農
業
委
員
会
組

織
改
革
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
等
活
発
な
議
案

よ
り
興
味
が
あ
っ
た
会
津
伝
統
野
菜
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
に
と
努
力
し
て
い
る
｡
ま
た
､

山
都
町
の
太
田
洋
成
(
S
O
歳
)
さ
ん
は
､

平
成
2
 
2
年
秋
に
東
京
都
大
田
区
よ
り
同
町

藤
沢
地
区
に
移
り
住
み
､
地
元
農
家
で
研

修
を
重
ね
野
菜
作
り
の
勉
強
を
始
め
た
｡

2
 
5
年
か
ら
は
同
町
相
川
地
区
で
無
農
薬
野

菜
を
栽
培
し
､
I
A
直
売
所
｢
ま
ん
ま
～

じ
ゃ
｣
に
僅
か
な
が
ら
出
荷
も
始
め
､
2
6

年
か
ら
は
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
､
以
前

発
掘
､
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

映
画
｢
よ
み
が
え
り
の
レ
シ
ピ
｣
を
上
映

し
､
試
食
会
を
開
き
な
が
ら
会
津
の
伝
統

野
菜
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て

い
る
｡
　
　
　
　
　
(
斎
藤
澄
子
委
員
)
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(

高

同

港

脳

高
郷
町
夏
井
地
区
に
平
成
2
0
年
か
ら
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
､
夏
峯
集

落
協
定
の
事
業
に
取
組
み
､
農
業
機
械
の

共
同
購
入
し
て
い
る
三
つ
の
組
織
が
あ
り

ま
す
｡そ

の
中
の
一
つ
夏
井
農
機
具
利
用
組
合

(
代
表
高
久
修
一
)
は
加
入
者
7
名
･
平

均
年
齢
7
0
歳
･
耕
作
面
積
禦
.
S
で
､
個
人

(

審
議
が
さ
れ
た
｡
内
容
は
以
下
の
と
お
り
｡

1
､
本
県
農
業
再
生
の
加
速
化
と
来
年
度
に
お
け

る
農
業
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

2
､
地
域
農
業
の
実
情
に
即
し
た
農
業
委
員
会
組

織
改
革
の
実
現
に
つ
い
て

3
､
地
域
農
業
振
興
に
応
え
る
農
業
委
員
会
活
動

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議

所
有
農
地
7
 
0
7
か
ら
2
㌶
と
差
は
あ
り
ま

す
が
､
中
山
間
地
の
水
田
を
守
る
た
め
に
､

水
稲
ハ
ウ
ス
共
同
育
苗
･
田
植
機
1
台
･

コ
ン
バ
イ
ン
2
台
で
共
同
作
業
を
行
い
農

業
機
械
の
経
費
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
｡

今
後
ま
す
ま
す
作
業
受
託
は
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
､
高
齢
化
は
何
処
も
同

様
で
あ
り
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
(
田
代
守
弘
委
員
)
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京野貞夫　　添IiI和雄　　佐原裕司　　湯上　重幸

松山町　　　慶徳町　　　豊川町　　　豊川町

穴澤富志雄　　斎藤誠一　　酒井健一

関柴町　　　熊倉町　　　熊倉町

職務代理者
五十嵐信幸
岩月町

岩渕善一郎　蓮沼喜代志

岩月町　　　上三宮町

大津康男　大堀美栄子　大堀正行　　山口雄一　　木戸賢治　　穴澤一彦

塩川町　　　塩川町　　　塩川町　　熱塩加納町　熱塩加納町　　関柴町

斎藤澄子　長谷川角男　長谷川庄次　江花裕一　　物江洋一　　芳賀正武

山都町　　　山都町　　　山都町　　　塩川町　　　塩川町　　　塩川町

岩橋公正　　小熊研一　　佐藤常良　　田代守弘　　清野健治　　佐藤健一

山都町(土改)塩川町(共済)上三宮町(農協)　高郷町　　　高郷町　　　高郷町

脅三二二二====二二二二三=:=二二二三ここここ二二=ここ二二ここここ=二二三二二二二二二ニ-=: =:== =二二三二二三二二三二二:二二二二~o=二二二:=-:=ユニ::二三三=三･宮秘結恵が震態複憲轍駁絹議恕轟購蒸す鍬
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農禁書年金｢現況届｣の提灘を 
諸悪ね恐く程適しましょう. 

∴5月下旬に農業者年金基金から現況届の案内が郵送さ 
れますo 

現況届は､受給資格を確認するため毎年6月中に農業 

委員会まで提出しなければなりません.提出がされない 

∴霊三三霊三三三三三三三三二■一: 
:忘れずに提出しましょうo∴∴∴ 

髄質の詔境を葺窃

会津若松地方農業委員会連合会
が行う研修会に参加し､岩手県環
境研究センターの佐々木陽氏によ
る､現在の放射性物質の状況や今
後の農業生産の課題などを学びま
した｡

二十. 冓.Lr ＼ 剏鋸_灘:-.読.-i..,m.昔日 I.-摺/詰1㌔ ( 剪ﾘ謔���
●一 一__1し_- �?= -膚 ������X��� 

箆 ������� � 
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案開園等睦 ��′ゝご 迄��$ｹYX���塊�′二 か●.〟 豚�ﾈ�ﾂﾖﾈ�ｲ�
-u縄融i通過∈⊃一､1-i め事が容は※毎☆等※毎☆○で買(農に地☆○では☆ 

し前異.農農月農の当月申申すに他地農転､農申す農売農 
まにな場地地20業場該末講話○よ人を地用駐地請○地貴地 
す相る所をを日委合日日善書り名転法す車を書法すを ○談場な転取頃員にが締2転義用第る場農1第る農 

さ合ど用得会は土め部用の)4場､地部3場地 
れがにすす総切提)農"条合資以提条令と 
まあよるる会そ日り出の地農(材外出のし 
すりり事農のま許を地目置の許て 
よま作業業翌た可貸法己場用可貸 
うす成者者目はが借第所な途が借 
お○書.ま祝必.5有ど(必ま 
勧類内た日要売条の)宅要た 

SSSSSSSSSSS○○ 農地法Q∴&A∴ 

Q:仮登記とはどういうことでしょうか. 

A:仮登記とは､本登記の申請に必要な手続上の条 ��

件が整わないときなど'.将来なされる本登記の順位 ��

を保全するためにあらかじめしておく登記のことで ��

す｡仮登記自体には､第三者に対して権利を主張す � 

る対抗力はありません○ � 

しかし､仮登記に基づき本登記がなされたときは､ ��

本登記の順位は仮登記のな//｢へ.__ ��

:○∴ 
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鞘 l/ 唸���蟻酸盤韓閏謡謹話営韮監遥護謡 -集録_ 鍋 旺認許恒温封書■ 

嵩∃駆慶 

農地賃借料情報は農地法第52条に基づき､農
地の農業上の増進及び利用関係の調整に資すた

め､農地の保有及び利用の状況､借賃の動向等

農地に関する情報の提供を行うものです｡
賃借料の金額は､過去1年間の地域ごとの平
均額により算出しておりますが､賃借料の設定
は､各農地の状況及び特殊事情等勘案の上､貸

し手･借り手双方十分に話し合い設定するよう

お勧めします｡　詳しくは､ 4月の市広報又は

市ホームーニージに掲載されております｡

二二二二二mm阜

願莞騰勢･地域の話題務満識召す｡

【勝義綿恋堰穎孜連と聡めま胡
4日がらの隙議紺が1 00円増額され.

lケ日700円と檎ります｡
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